
令和４年度 自己評価報告書 ＜八戸学院聖アンナ幼稚園＞ 

＜実施日＞ 令和 5 年 1 月 6 日（金） 

＜参加者＞ 山西、河原木、吉田、中澤、大島、笹山、外舘、中田 （馬場：年次） 

＜内 容＞ 

１． 令和４年度重点目標 

① モンテッソーリ教育の充実 

② 法人内教育施設との連携 

③ 保護者および地域との連携 

 

 

２． 評価項目の達成および取り組み状況 

 具体的な取り組み内容および取り組み状況 評価 

①  内容 モンテッソーリ教育の充実 

子ども理解に基づく教育課程の構築 

自然体験、実体験の充実 

教員の資質向上（各種研修への参加・園内研修の充実） 

行事の見直し 

園内運営組織および日常業務の見直し 

園内環境の整備 

 

 

 

 

 

Ｂ 

状況  

縦割りクラスを 2 クラス編成としたことで教育活動に一定の成果を感じることが

できたが、現状に即したカリキュラムの構築には引き続き取り組みたい。 

自然体験、実体験を取り入れることができた。 

教職員の外部研修への参加及び園内での研修報告会を充実させることができた。 

コロナ禍ではあったが様々な工夫で行事を実施した。 

教職員間で互いに助け合う姿があったが、業務に忙殺される現状の改善が必要。 

園内環境の点検は定期的に実施できたが、環境整備・修繕は継続して実施してい

きたい。 

 



②  内容 法人内教育施設との連携について 

 音楽・英語・造形などの各教育活動での連携 

行事における法人内教育施設との連携 

 

 

 

 

Ｂ 
状況  

音楽・英語・造形などの教育活動において法人内の短大および大学と連携できた。 

3 年ぶりに短大幼児保育学科と連携して音楽会を実施した。新しい内容での取り

組みでは互いを理解することの難しさも感じたが今後も継続することで課題を克

服していきたい。 

各種行事では光星高校の生徒のボランティアに支えられた。 

 

③  内容 保護者および地域との連携 

 保護者および地域への情報発信 

 子育て支援（家庭教育教室、預かり保育）の充実 

 幼小連携への取り組み 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

状況  

保護者への行事のお知らせが遅れがちであった。 

地域への情報発信が不充分であった。 

子育てへの助けとして「家庭通信」を開始した。 

保護者対象の「絵本の読み聞かせ会」「お母さんのためのモンテッソーリ教室」を

実施した。 

保護者同士の交流の場の提供が必要と感じる。 

今年度初めて柏崎小学校から保育参観の申し出があり実施した。 

 

評価（Ａ：十分に成果がった Ｂ：成果があった Ｃ：少し成果があった Ｄ：成果がなかった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． 総合的な評価結果 

評価 理  由 

 

 

Ｂ 

 

モンテッソーリ教育の実践を教育・保育活動の柱とし、子どもたち一人一人と丁寧に

向き合うことを大切にして取り組んできた。 

縦割りクラスを 2 クラス編成としモンテッソーリ専門コースを修了した教員が担任にな

ったことで教育活動に安定感が感じられ他の教員もそれぞれの役割に意欲的に取り組む

ことが出来たように感じるが、個々の更なる資質向上に努めなければならないことを痛

感する。 

予測困難な時代と言われる今、子どもたちが未来社会を切り開くための資質・能力を身

に付けるためには社会全体で子どもたちを育てることが求められている。 

保護者や地域、法人内の教育施設とも連携して豊かな教育・保育活動を目指さなけれ

ばならない。 

 

評価（Ａ：十分に成果があった Ｂ：成果があった Ｃ：少し成果があった Ｄ：成果がなかった） 

 

 

４． 令和 5 年度に取り組む課題 

 課 題 具体的な取り組み方法 

①  
 

モンテッソーリ教育の充実 

 

子ども一人一人に適した教育の実践 

自然体験、実体験（本物に触れる体験）の充実 

教職員の資質向上（各種研修への参加・園内研修の充実） 

園内環境の整備 

 

②  
 

連携と協働 

 

教職員間の連携と協働 

架け橋期を見据えた幼稚園と小学校との連携と協働 

幼稚園と保護者との連携と協働 

保護者同士の連携と協働 

法人との連携と協働 

地域との連携と協働 

 

 



令和４年度 学校関係者評価報告書 

 

① モンテッソーリ教育の充実 について 

<第三者委員より> 

・モンテッソーリ教育を勉強した先生方が園に定着してくれることを希望する。 

 

<保護者より> 

・幼稚園の先生方の教育に対する真面目な考え方や取り組み方に感心し、ありがたいと感じている。 

・園舎周りのフェンスの穴を先生方がネット等で修繕しているようだが、危険の無いように整備し

てほしい。 

・園での子どもの様子をもっと知りたいと思った。 

 

 

② 法人内教育施設との連携 について 

<第三者委員より> 

・八戸学院の上級学校はスポーツが盛んなのだから、連携の中に何かスポーツに関するものが入っ

てもよいのではないか。 

 

<保護者より> 

・美保野キャンパスでお花見やそり滑りなど、とても楽しんで参加している。いろいろな体験がで

きる場所があるということは、ありがたいと感じている。 

 

 

③ 保護者および地域との連携 について 

<第三者委員より> 

・保護者の手伝いをもっと活用するべきだ。父親の参加などももっと呼びかけたらよい。 

・小学校との連携も大切。 

・実体験を積むことが大切である。地域の企業や商店など地域サポーターをもっと活用してもよい

のでは。自分の会社もできるサポートはしていきたいので、一緒に検討し実施していこう。 

 

 

<保護者より> 

・絵本の読み聞かせ会がたいへん良かった。この会で紹介された本を購入し読み聞かせたところ、

子どもにとても好評で、読み聞かせをする機会が増えた。今後も同様の講演会等を実施してほしい。 

・保護者同士の連携がコロナのためできず、お母さん同士で顔を見ながら話せなかったのが残念だ

った。来年度はイベント等あればぜひ参加したいと考えている。 

 


